
教育セッション
K-1「プレアワード」

⼤学共同利⽤機関法⼈
情報・システム研究機構

野⽔昭彦

平成29年8⽉30⽇
RA協議会 第3回年次⼤会

スキルプログラム専⾨委員会 本⽇の内容

１．はじめに

２．科研費（さらっと）

３．戦略事業（特にさきがけ・CREST）

４．応募のご参考

５．こぼれ話

本⽇の内容

１．はじめに

２．科研費（さらっと）

３．戦略事業（特にさきがけ・CREST）

４．応募のご参考

５．こぼれ話

１．はじめに（所属機関）

「国公私⽴全ての⼤学の共同利⽤の研究所」
・⼤型／ 特殊な実験・観測装置の共同利⽤
・資料やデータの収集・研究・公開
・最先端研究の研究成果の蓄積による

知的財産の確⽴と提供
・⼤学院教育・⾼度な研究者の育成
・研究交流の促進

⽣命，地球，環境，社会などの複雑
な問題を，物質とエネルギーの観点
に替って情報とシステムという⽴場
から捉えるための，⽅法の研究，研
究基盤の整備および実践を⾏なう．

情報・システム研究機構

国⽴極地研究所
国⽴情報学研究所
統計数理研究所
国⽴遺伝学研究所

データサイエンス共同利⽤基盤施設

⼤学共同利⽤機関

■⼤学共同利⽤機関法⼈（4機構）

⼤規模事業
○南極・北極観測
○学術情報ネットワーク（SINET5）
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１．はじめに（⾃⼰紹介）

それまでは「企業⼈」
・出向︓設計開発⼦会社の⽴上げ、関東地区責任者、⼈事評価制度構築＆採⽤活動も
・開発本部︓新たな研究開発センター⽴上げ
・研究所︓電⼦部品（半導体デバイス）の研究開発、研究管理、技術企画
・事業部︓⾳響機器の設計開発

⺠間企業
（研究開発）
（研究管理）

（企画）

研究開発機関
（研究戦略）
（研究助成）
（事業運営）

研究教育機関
（先端研究）
（事業推進）

情報・システム研究機構（ROIS）Research Organization of Information and Systems
野⽔昭彦

１．はじめに（プレアワードが⼤流⾏）

１．はじめに（昨⽇） １．はじめに（今、上のフロアその1）
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１．はじめに（今、上のフロアその2） １．はじめに（昨⽇の和室で）
参加者ネットワーキングセッション「プレアワード」

１．はじめに（プレアワードって︖）
東京⼤学 スキル標準より
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本⽇の内容

１．はじめに

２．科研費（さらっと）

３．戦略事業（特にさきがけ・CREST）

４．応募のご参考

５．こぼれ話

２．科研費（さらっと）

２．科研費（さらっと） ２．科研費（さらっと）
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２．科研費（さらっと） ２．科研費（さらっと）

平成27年1⽉20⽇「科学技術・学術審議会 総合政策特別委員会（第9回）」資料より抜粋

出
⼝
を
⾒
据
え
た
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２．科研費（さらっと）
http://www.mext.go.jp/a_menu/shinkou/hojyo/1370487.htm

２．科研費（さらっと） ２．科研費（さらっと）
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２．科研費（さらっと） ２．科研費（さらっと）

２．科研費（さらっと） ２．科研費（さらっと）
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２．科研費（さらっと） ２．科研費（さらっと）

31P

18P

16P

15P

14P

12P

２．科研費（さらっと）
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本⽇の内容

１．はじめに

２．科研費（さらっと）

３．戦略事業（特にさきがけ・CREST）

４．応募のご参考

５．こぼれ話

３．戦略事業（戦略的創造研究推進事業）

３．戦略事業（戦略的創造研究推進事業）

JSTだと、

◆産学連携個別課題型︓研究成果最適展開⽀援プログラム（A-STEP）、S-イノベ（戦略的イノベーション創出推進プログラム）、…
◆産学連携拠点型︓センターオブイノベーション（COI）プログラム、産学共創プラットフォーム共同研究推進プログラム（OPERA）、…

国⽴研究開発法⼈ 科学技術振興機構（JST）

３．戦略事業（戦略的創造研究推進事業）

戦略的創造研究推進事業は、我が国が直⾯する重要な課題の達成に向けた基礎研究を推進し、社会・経済の変⾰を
もたらす科学技術イノベーションを⽣み出す、新たな科学知識に基づく創造的な⾰新的技術のシーズを創出すること
を⽬的としています。そのために、⼤学・企業・公的研究機関等の研究者からなるネットワーク型研究所（組織の枠
を超えた時限的な研究体制）を構築し、その所⻑であるプログラムオフィサー（研究総括等）による運営の下、研究
者が他の研究者や研究成果の受け⼿となる産業界や広く社会の関与者とのネットワークを構築しながら、研究を推進
します。
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国⽴研究開発法⼈ 科学技術振興機構（JST）
国の科学技術政策や社会的・経済的ニーズを踏まえ、⽇本が取り

組むべき課題達成に向けた「戦略⽬標」を国（⽂部科学省）が設定
し、そのもとにＪＳＴが推進すべき研究領域と、研究領域の責任者
である研究総括（プログラムオフィサー）を定めます。

研究総括は、研究領域を「バーチャル・ネットワーク型研究所」
として運営します。

◆戦略⽬標（国＝⽂科省が定める）

◆研究領域＋研究総括（JSTが定める）

◆戦略事業（プログラム）︓
CREST、さきがけ、ACT-I、ERATO、
ACT-C、ACCEL、ALCA、RISTEX…

・CREST︓
チーム型研究、研究期間＝5年半以内、
研究費総額＝1.5〜5億円

・さきがけ︓
個⼈型研究、研究期間＝3年半以内、
研究費総額＝3〜4千万円

３．戦略事業（戦略的創造研究推進事業）

※トップダウン型（戦略事業）とボトムアップ型（科研費）の⽐較

◆戦略⽬標（国＝⽂科省が定める）

次頁

◆戦略⽬標（国＝⽂科省が定める） ◆戦略⽬標（国＝⽂科省が定める）
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◆戦略事業（AMED︓公募情報）
http://www.amed.go.jp/koubo/

◆戦略事業（JST︓提案募集専⽤HP）
http://www.senryaku.jst.go.jp/teian.html

３．戦略事業（戦略的創造研究推進事業） ３．戦略事業（戦略的創造研究推進事業）

（CRDS）

ALCA

CREST、さきがけ、ACT-I

ERATO、ACT-C

RISTEX11



戦略的創造研究推進事業
（CREST・さきがけ・ACT-I）

平成29年7月

戦略的創造研究推進事業とは制度説明制度説明

我が国が直面する重要な課題の達成に向けて、国が定めた戦略的な目標等我が国が直面する重要な課題の達成に向けて、国が定めた戦略的な目標等

・ 国が定めた方針（戦略目標）の下で戦略的な基礎研究を推進し、社会・経済の変

革をもたらす科学技術イノベーションを生み出す、新たな科学知識に基づく革新的

技術のシーズを創出する。

・ 戦略目標を達成するために、研究領域を設定して研究公募を実施し、産学の枠

を超えた最適な研究者・研究課題を編成した時限的な研究体制を構築。

・ 研究者は、研究総括の方針の下でその支援を受けつつ、科学技術イノベーション

への展開を見据えて参画研究者間の相互連携、また国内外との連携によるネット

ワークを自ら積極的に形成し、活用しながら、自らが立案した研究課題を推進

CREST、さきがけ、ACT-I においてネットワーク型研究を推進CREST、さきがけ、ACT-I においてネットワーク型研究を推進

新技術シーズ創出
CREST、さきがけ、ACT-I、ERATO等

先端的低炭素化技術開発
ALCA

社会技術研究開発
RISTEX

科学技術イノベーションの創出へ

研究プログラム

ネットワーク型研究について制度説明制度説明

ACT-I

「CREST」「さきがけ」とは制度説明制度説明

CRESTCREST

研究期間
研 究 費

5.5年以内
総額1.5～5億円/チーム

科学技術イノベーションにつながる
卓越した成果を生み出す
ネットワーク型研究（チーム型）

戦略目標の達成に向けて、独創的で国際
的に高い水準の目的基礎研究を推進しま
す。今後の科学技術イノベーションに大きく
寄与する卓越した成果を創出することを目
的とします。

さきがけさきがけ

研究期間
研 究 費

3.5年以内
総額3～4000万円

科学技術イノベーションの源泉を
生み出すネットワーク型研究
（個人型）

国が定める戦略目標の達成に向けて、独
創的・挑戦的かつ国際的に高水準の発展
が見込まれる先駆的な目的基礎研究を推
進します。科学技術イノベーションの源泉と
なる成果を世界に先駆けて創出することを
目的とします。

※領域により上限額の設定が異なりますので、
募集要項でご確認下さい。12



CREST・さきがけのスケジュール制度説明制度説明

１年次 ３年次 ４年次 ５年次 ６年次 ７年次 ８年次２年次

募集

募集

１年次採択

２年次採択

３年次採択

1年次採択

２年次採択

３年次採択

中間評価 事後評価

領域中間評価 領域評価

事後評価

領域評価

CRESTCREST

さきがけさきがけ

3年次採択

「ACT-I（アクト・アイ）」とは制度説明制度説明

戦略的創造研究推進事業 ACT-I
（Advanced Information and Communication Technology for Innovation)

戦略的創造研究推進事業 ACT-I
（Advanced Information and Communication Technology for Innovation)

独創的な若手研究者の「個の確立」を支援する新規プログラム

 独創的・挑戦的なアイデアに基づく提案であり、国際的に高水準の発展が将来的に見
込まれる研究であって、科学技術イノベーションの創出につながる新しい価値の創造が
期待できる情報学分野の研究を推進します。

 独創的な発想で人類が現在及び未来に直面する問題を解決し、未来を切り拓こうとす
る情報学分野の若手研究者を見出して育成し、研究者としての個の確立を支援します。

 公募における年齢制限を設けるとともに大学院生や企業の研究者からの積極的な応
募も期待しています。

 募集年4/1時点で35歳未満の年齢制限
 未来開拓型・価値創造型の研究開発

研究期間

研 究 費

１年6ヶ月以内

総額３００万円を標準 （最大５００万円）

H29年度の採択数は最大30件を予定しています。1年6ヶ月の研究開発期間後の追加支援（加速フェーズ）をもし採択者が希望する場合は、研究開始
１年後を目処に実施する進捗評価前に申請することで、採択時の課題数の３分の１程度が、年間最大1,000万円程度（直接経費）の研究費を最長２年
間受けられる可能性があります。

募集要項：第4章(p.81-)

ACT-Iの年齢制限と学生の参加について制度説明制度説明

 平成29年4月1日時点で35歳未満

 学生の方は大学院生に限り応募が可能

 学生が応募する際は、学生及び指導教員が双方署名の上、以下の項
目について確認したことを示す確認書をe-Radを通じて提出

■学生の所属機関とＪＳＴとの間で、委託研究契約の締結が可能であること
■学生が委託研究を中心的に行う「研究実施担当者」、指導教員が委託

研究を総括する「研究実施責任者」として、委託研究契約における責任を
負うこと。

■学生と所属機関で知的財産権の取り決めを行うことについて合意すること。

※確認書の様式は、募集要項・様式等のダウンロードページをご参照ください。
http://www.senryaku.jst.go.jp/teian/top/koubo.html

募集要項：第4章(p.84-) 本⽇の内容

１．はじめに

２．科研費（さらっと）

３．戦略事業（特にさきがけ・CREST）

４．応募のご参考

５．こぼれ話
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◆CREST／さきがけ︓応募のポイント

出典︓JST研究広報主監／CRDSフェロー／元さきがけ研究総括／洋画家
佐藤勝昭⽒の講演資料より抜粋（⼀部改訂、本⼈承諾済み）

４．応募のご参考

◆申請書を書く前に（１）

・JSTの戦略的創造研究事業は、科研費と異なり、国の重点
施策にそって決められた「戦略⽬標」を達成するために⾏
なわれるものです。

・国の重点施策は、総合科学技術会議が定めた「科学技術基
本計画」にそって打ち出されます。

・第4期計画においては、課題達成型の研究開発が求められ、
ライフイノベーション、グリーンイノベーション、そして
それらを⽀える基盤技術として、ナノテクノロジー、ICT
が重要とされています。

４．応募のご参考

事後注：ご説明したように、本項は第4期科学技術基本計画時代の
ものであり、具体的な分野等の情報は現時点とは異なっています。

◆申請書を書く前に（２）

CREST

・チーム研究だからと⾔って、寄せ集
めでは困ります。１つのラボでチー
ムを編成してもよいのです。

・研究代表者は、研究チーム全体に責
任を持ちつつ、研究領域の⽬的に貢
献するように研究を推進しなければ
なりません。

・したがって、研究代表者には、強⼒
なリーダーシップとマネージメント
能⼒が求められます。

さきがけ

・さきがけは、基本的に個⼈研究です。
・よく⾯接の時、「我々は・・します」

と話す候補者がいますが、「私は・・
します」と1⼈称単数で話すべきです。

・もちろん、研究室の装置や⽀援を得な
いと研究ができないので、スーパーバ
イザの了解をもらってください。

４．応募のご参考

◆JSTグラント申請のポイント

・戦略⽬標にそって研究総括が定めた「領域のねらい」、
「募集にあたって」などが公表されます。

・いくら基礎的にすぐれた研究でも、「領域のねらい」に
合致しないと採⽤されません。

・研究論⽂ではありません。あくまで研究課題の提案を書
いて下さい。専⾨外の⽅も審査に加わります。わかりや
すく、図をまじえて書いて下さい。

・これまでの研究成果もすべて書くのではなく、当課題の
提案の根拠になるものにとどめて下さい。

４．応募のご参考
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◆申請書の審査ポイント

・オリジナリティがあるか。
・個⼈（CRESTの場合研究代表者のチーム）の貢献が

どの程度あるか。
・期間内にどこまでしようとしているのか。
・計画は申請⾦額に⾒合っているか。
・基礎となる予備研究があるか。
・パブリケーションの能⼒があるか。

４．応募のご参考

◆プレゼンのポイント

・専⾨家以外の⽅がいることを前提に話す。
・だからといって、専⾨的に正確でないといけない。
・パワポの字が⾒やすい（書き込みすぎない。）
・パワポの図の意味がわかりやすい。
・質問の意味をよく理解して答える。
・質問の意味がわからないときは、

聞き直す。
・聞かれたことに的確に答える。
・⾔葉を明瞭に。

４．応募のご参考

◆再チャレンジが可能です

・CREST／さきがけ領域は、3年にわたって公募します。
・書類審査や⾯接審査で採択されなかった場合には、どう

いう点が評価され、どういう点が評価されなかったかに
ついて研究総括のコメントが返されます。

・それを受けて、申請書を⾒直し、翌年、翌々年、再チャ
レンジすることが可能です。

・CRESTでは、⼀部の不採択提案に対して、特定課題調査
に指定して、次年度再チャレンジを条件に⼩額研究費を
出すことができます。

４．応募のご参考

◆今後に向けて

・戦略創造研究、とくに、さきがけは、国際的にみても⽇本
が⽣みだした極めてすぐれたファンディング制度であると、
2011年2⽉に⾏われたJST戦略的創造研究事業国際評価委
員会で⾼い評価を受けています。

・JSTは、この制度のさらなる拡充を⽬指して検討を進めて
おり、多くの研究者からの応募を希望しています。

４．応募のご参考
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本⽇の内容

１．はじめに

２．科研費（さらっと）

３．戦略事業（特にさきがけ・CREST）

４．応募のご参考（その2）

５．こぼれ話

◆戦略⽬標と研究領域（ができるまで）

・戦略⽬標名（例︓2014年、数学）
「社会における⽀配原理・法則が明確でない諸現象を数学的に記述・

解明するモデルの構築」

・達成⽬標
社会における諸現象のうち、現時点で⽀配原理・法則が明確でなく、

数理モデル化ができれば社会に対して⼤きなインパクトが⾒込まれる
現象について、数学・数理科学の研究者と応⽤分野の研究者などによ
る異分野協働などを通じて、数学がもつ抽象性・普遍性を活⽤し、諸
現象に潜む複雑な構造の「本質」部分を数学的に⾒いだすことにより、
以下の実現を⽬指す。

○現象を数学的に記述するモデルの導出
○導出された数理モデルの実証・検証及び評価のための数学的理論等

の構築

４．応募のご参考（その2）

◆戦略⽬標と研究領域（ができるまで）
・研究領域名（例︓2014年、数学CREST＋数学＋さきがけ）

「現代の数理科学と連携するモデリング⼿法の構築」
「社会的課題の解決に向けた数学と諸分野の協働」

・領域設計（概念図）

４．応募のご参考（その2）

◆戦略⽬標と研究領域（ができるまで）
・研究領域名（例︓2014年、数学CREST）

「現代の数理科学と連携するモデリング⼿法の構築」

・領域設計（構成）

４．応募のご参考（その2）
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・研究領域名（例︓2014年、数学CREST）
「現代の数理科学と連携するモデリング⼿法の構築」

・領域設計（概要）
本研究領域は、数学者と数学を応⽤する分野の研究者が相互に連携

する研究チームを構成して、現時点で解決が困難な社会的課題に取り
組むとともに、そのプロセスの中で数学⾃体の発展をも⽬指すもので
す。具体的には、応⽤分野の知⾒と数学がもつ抽象性や普遍性を利⽤
して、⽀配原理・法則が明確でない諸現象に潜む「本質」部分を⾒出
し、数学的アイデアに裏付けられた⾰新的モデルを導出する研究、新
しい数理的⼿法を開発する研究を推進します。

また、導出された数理モデルや既存の数理モデルについて、解決す
べき課題の核⼼となる現象を記述していることの実証・検証やモデル
評価のための数学理論や技術の構築を⾏なう研究も含みます（後略）。

◆戦略⽬標と研究領域（ができるまで）

４．応募のご参考（その2）

◆戦略⽬標と研究領域（ができるまで）
・研究領域名（例︓2014年、数学CREST）

「現代の数理科学と連携するモデリング⼿法の構築」

・領域アドバイザー（選考審査）
阿原 ⼀志 明治⼤学 総合数理学部 教授
⼤島 利雄 城⻄⼤学 理学部 教授
⼩⾕ 眞⼀ ⼤阪⼤学 名誉教授
⽥崎 晴明 学習院⼤学 理学部 教授
⼟⾕ 隆 政策研究⼤学院⼤学 政策研究科 教授
中尾 充宏 九州⼤学 名誉教授
平⽥（河野）典⼦ ⽇本⼤学 理⼯学部 教授
藤重 悟 京都⼤学 数理解析研究所 特任教授
宮岡 礼⼦ 東北⼤学 教養教育院 総⻑特命教授
村上 英樹 新⽇鐵住⾦（株）執⾏役員／技術開発本部プロセス研究所⻑
⼭⽥ 道夫 京都⼤学 数理解析研究所 教授／所⻑

・領域運営アドバイザー（選考審査には係わらない） ←担当中

４．応募のご参考（その2）

◆戦略⽬標と研究領域（ができるまで）
・研究領域名（例︓2014年、数学CREST）

「現代の数理科学と連携するモデリング⼿法の構築」

・採択⼿課題（課題名）
・認識の数理モデルと⾼階・多層確率場による⾼次元実データ解析
・⼤規模複雑システムの最適モデリング⼿法の構築
・⽣命現象における時空間パターンを⽀配する普遍的数理モデル導出に

向けた数学理論の構築
・モデリングのための精度保証付き数値計算論の展開
・環境を友とする制御法の創成
・次世代暗号に向けたセキュリティ危殆化回避数理モデリング
・先端的確率統計学が開く⼤規模従属性モデリング
・臨床医療における数理モデリングの新たな展開
・数理モデリングを基盤とした数理⽪膚科学の創設
・ソフトマター記述⾔語の創造に向けた位相的データ解析理論の構築
・超⼀様性の理論と諸科学におけるランダムネスへの展開

４．応募のご参考（その2）

◆戦略⽬標と研究領域（ができるまで）
・研究領域名（例︓2014年、数学CREST）

「現代の数理科学と連携するモデリング⼿法の構築」

・領域設計（概要）
本研究領域は、数学者と数学を応⽤する分野の研究者が相互に連携

する研究チームを構成して、現時点で解決が困難な社会的課題に取り
組むとともに、そのプロセスの中で数学⾃体の発展をも⽬指すもので
す。具体的には、応⽤分野の知⾒と数学がもつ抽象性や普遍性を利⽤
して、⽀配原理・法則が明確でない諸現象に潜む「本質」部分を⾒出
し、数学的アイデアに裏付けられた⾰新的モデルを導出する研究、新
しい数理的⼿法を開発する研究を推進します。

また、導出された数理モデルや既存の数理モデルについて、解決す
べき課題の核⼼となる現象を記述していることの実証・検証やモデル
評価のための数学理論や技術の構築を⾏なう研究も含みます（後略）。

４．応募のご参考（その2）
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◆戦略⽬標と研究領域（ができるまで）
・戦略⽬標名（2008年（平成20年）の⼀つ）
「多様で⼤規模な情報から『知識』を⽣産・活⽤するための基盤技術

の創出」

・達成⽬標
＜前略＞本戦略⽬標において、多様で⼤規模な情報から知識を⽣産・
活⽤するための基盤技術の創出に取り組む。具体的には、整理・構造
化した、多様で⼤規模な情報の分析・解析により知識を創出する技術
について、応⽤分野における現実の課題を解決するための研究開発を、
情報科学、統計数理科学、⼈⽂・社会科学等を融合して⾏う＜後略＞

・領域調査の結果は、「CREST」が妥当。

４．応募のご参考（その2）

◆戦略⽬標と研究領域（ができるまで）

４．応募のご参考（その2）

・研究領域名︓「知の創⽣と情報社会」（さきがけ）

・達成⽬標
＜前略＞本戦略⽬標において、多様で⼤規模な情報から知識を⽣産・
活⽤するための基盤技術の創出に取り組む。＜後略＞

・領域設計（概要）
本研究領域は, 多様もしくは⼤規模なデータから, 有⽤な情報である

「知識」を⽣産し, 社会で活⽤するための基盤的技術となる研究を対
象としています。具体的には, ⼤規模データを処理するための⾰新的
な技術, 統計数理科学を応⽤した分析・モデル化技術, あるいは実社会
から得られる多様なデータを構造化・分析して知識を抽出する技術, 
・・・＜後略＞

４．応募のご参考（その2）

中島 秀之 研究総括

◆戦略事業（JST︓提案募集専⽤HP）
http://www.senryaku.jst.go.jp/teian.html

当⽇⾏けなくても
ビデオと資料

当⽇⾏けなくても
ビデオと資料
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本⽇の内容

１．はじめに

２．科研費（さらっと）

３．戦略事業（特にさきがけ・CREST）

４．応募のご参考

５．こぼれ話

ご清聴ありがとうございました

・本講演が、競争的資⾦の応募の⼀助になることを
願ってやみません。

19




